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株式会社クラレ（社長：伊藤正明、本社：東京都千代田区）は、日本の小学生が6年間大切に使

用したランドセルを、戦禍によって教育の機会を奪われたアフガニスタンの子どもたちに贈る国際

社会貢献活動「ランドセルは海を越えて」を行っています。2004

年のスタートからこれまでに海を越えたランドセルは12万個以

上になります。 

日本を旅立ち、アフガニスタンで現地の子どもたちと“7年目”

の新学期を迎えるランドセルのその後を、アフガニスタン国内

の状況や子どもたちの日々の暮らしとともに紹介した写真絵本

『7年目のランドセル』（定価:2,000円【税別】、発行元:株式会

社国土社、写真・文:内堀タケシ）が発行されました。本年より

一部の小学4年生の国語の教科書でも取り上げられる「ランド

セルは海を越えて」。学校で学習した内容をより深く理解するた

めの一助になることも期待されます。 

 

●写真絵本『●写真絵本『●写真絵本『●写真絵本『7777 年目のランドセル年目のランドセル年目のランドセル年目のランドセル』』』』の内容の内容の内容の内容    

アフガニスタンでは長く内戦が続き、日本では当たり前の教科書、通学用のカバン、文具が十分

に揃えられない子どもたちがたくさんいます。また、校舎はおろか机や椅子が無いために地面に座

って勉強する学校も多くあります。そのような状況下で、アフガニスタンの子どもたちにとって日

本から届いたランドセルは、ほかに代えがたい宝物です。 

厳しい生活の中でもランドセルに希望を見出し、たくさんの笑顔を見せてくれる子どもたちの姿

を、わかりやすい言葉とともに紹介しています。 

 

●●●●出版概要出版概要出版概要出版概要    

タイトル：7年目のランドセル 

写真・文：内堀タケシ 

発行元：株式会社国土社 

発行：2020年 6月 

定価：2,000円（税別） 

A4変型判 35ページ 

 

アフガニスタンの子どもたちにアフガニスタンの子どもたちにアフガニスタンの子どもたちにアフガニスタンの子どもたちにランドセルをランドセルをランドセルをランドセルを贈る贈る贈る贈る国際社国際社国際社国際社会貢献活動会貢献活動会貢献活動会貢献活動    

「ランドセル「ランドセル「ランドセル「ランドセルはははは海を越えて」が、海を越えて」が、海を越えて」が、海を越えて」が、    

写真絵本写真絵本写真絵本写真絵本『『『『7777 年目のランドセル』年目のランドセル』年目のランドセル』年目のランドセル』になりましたになりましたになりましたになりました。。。。    

ランドセルを受け取り、笑顔を見せる女の子（ランドセルを受け取り、笑顔を見せる女の子（ランドセルを受け取り、笑顔を見せる女の子（ランドセルを受け取り、笑顔を見せる女の子（中ページ中ページ中ページ中ページより）より）より）より）    

この資料についてのお問い合わせ先： ㈱クラレ IR・広報部 小山・村田 TEL 03-6701-1071 



【参考】【参考】【参考】【参考】    

●●●●写真家・写真家・写真家・写真家・内堀タケシ内堀タケシ内堀タケシ内堀タケシ氏氏氏氏    プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    

1955年東京生まれ。「日常」をテーマにルポルタージュを続け、海外取材は65カ国に及ぶ。2001

年よりアフガニスタンの取材を続けている。アフリカ、中東、アジアなど国際 NGO と共に妊産婦死

亡率の問題や児童労働問題にも取り組む。また、写真にまつわる教育にも関わり、「写真学習プログ

ラム」や環境問題をテーマにした「エコトーク写真授業」を公立小学校を中心に行う。国際理解教

育にも取り組み、貧困、難民、戦争などの問題について、全国各地の学校や教育現場で多数の写真

展・講演会をおこなっている。著書に『アフガニスタン勇気と笑顔』(株式会社国土社)、『ランドセ

ルは海を越えて』(株式会社ポプラ社)など。公益社団法人 日本写真家協会 会員。 

 

●●●●クラレのクラレのクラレのクラレの国際社会貢献活動国際社会貢献活動国際社会貢献活動国際社会貢献活動「ランドセルは海を越えて」「ランドセルは海を越えて」「ランドセルは海を越えて」「ランドセルは海を越えて」    

ランドセル用の素材に広く使用される人工皮革<クラリーノ>を製造・販売するクラレが中心とな

って行っている、役目を終えたランドセルをアフガニスタンの子どもたちにプレゼントする活動で、

これまでに12万個以上のランドセルが海を越えました。ランドセルは小学生が毎日使う学用品です

が、多くの場合、卒業とともに使う機会を失います。しかし、丈夫なランドセルは6年間使用して

もきれいで十分使用できます。そんなランドセルを役立てられないだろうかとの声を受け、2004年

にこの活動が始まりました。ランドセルという身近なものを通して、日本の子ども達の国際社会貢

献活動への関心やモノを大切にする心もはぐくみたいと考えています。この活動は、2019年に公益

社団法人日本フィランソロピー協会が主催する「第17回企業フィランソロピー大賞」において企業

フィランソロピー賞「笑顔を届けま賞」を受賞しました。また、光村図書出版株式会社が発行する

令和2年度版『国語4年(上)』に『ランドセルは海を越えて』が掲載されました。 

 

全国から集まったランドセルの開梱、検品、箱詰め作業を行うボランティア参加者（2019年 4月） 

※2020年(17回目)は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から作業を延期中 


